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群  外国語科目群 分野(分類)    使用言語  日本語 

旧群  C群 週コマ数  1コマ 

対象学生  全学向 配当学年  ２回生以上 
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  開講年度・
  開講期   2025・前期 曜時限  木3 

授業形態  演習（外国語）（対面授業科目） 

 

 [授業の概要・目的]
ドイツにおけるアクチュアルな話題を扱った教科書を用い、テキストの読解力をつけるとともに、
教科書のドイツ語の表現の練習問題を行うことで、多角的かつ実践的なドイツ語運用能力を身につ
けることを目的とする。実践的なニュース記事も扱う。

 [到達目標]
この授業はフィードバック（方法は別途連絡）を含む全15回で行う。毎回決められた範囲を予習し
てきたうえで、授業時に確認し合う。ドイツのランデスクンデ（文化事情）の紹介（環境問題・教
育制度・年中行事など）を軸に、文法の練習問題も行い、併せてドイツ語の表現の練習も行う。
CEFRのA2-B1のレベルである。

 [授業計画と内容]
ドイツをさまざま多角的な側面から取り上げ、ドイツ語を学ぶ上でのモチベーションとなるように
進める。各課では、朝日出版社の映像資料で視覚的にドイツという国のイメージをつけた後、ドイ
ツの文化事情に関する調べやテーマに沿った文法が学べるよう構成されている。各課の終わりには
その課の文法事項を用いた読章・ことわざ等の読解、コラム・こぼれ話、文法のまとめ・ドリルを
用意している。この学習を通じ、履修者はドイツ語という言語だけでなく、ドイツ、ひいては他の
ドイツ語圏の国に関する知識を得ることができる。

 [履修要件]
「全学共通科目履修の手引き」を参照してください。

 [成績評価の方法・観点]
小テスト（30%）、レポート（20%）、口頭での課題発表（30%）、平常点（20%）。

 [教科書]
河崎　他 『『ドイツの四季』』（朝日出版社、2023年）
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
予習・復習をしっかりして下さい。

 [その他（オフィスアワー等）]
 

 [主要授業科目（学部・学科名）]


